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授業科目名 老 年 看 護 実 習 担当教員 原田　紀美枝　千原　明美
姫野　稔子

開講年次 ３年後期 セメスター 6 時間数（単位数） 90（2）
必修選択 必修 授業形態 実習 使用教室

授業の目的 療養が必要となった高齢者を包括的に捉え、尊厳や生命の維持および QOL の向上を目指す援助
を実践できる能力を獲得する。

到達目標

1．	高齢者及び家族と良好な援助関係を築くことができる。
2．	高齢者の身体的・心理的・社会的特性を踏まえ、個別性を尊重した看護を展開することができる。
3．	高齢者の医療を支える職種の役割・機能および看護師の役割・機能をを理解することができる。
4．	看護の現象を振り返り、それに基づいたそれぞれの老年観および看護間を言語化できる。
5．	自らの課題を認識し、課題解決に向けた目標を持ち、主体的に行動することができる。

専門科目【看護の展開と応用】ＮＡＰ３１２

授業計画

回 授業内容 授業
方法

学修課題
（予習・復習）

取組
時間 担当者

Ⅰ．実習方法
１．実習期間　2 週間
２．実習場所

今津赤十字病院、嘉麻赤十字病院、
福岡聖恵病院、笠松会有吉病院、福
岡赤十字病院

３．実習の進め方
病院に入院している高齢者を受け持
ち、看護過程の展開を行う。

【スケジュール】

内　　容

1 日目 臨地 オリエンテーション
受け持ち患者決定

2 日目 臨地 受け持ち患者の情報収
集看護実践

3 日目 臨地 受け持ち患者の情報収
集看護実践

4 日目 臨地 看護計画発表
5 日目 学内 計画修正や課題の確認
6 日目 臨地 看護計画発表
7 日目 臨地 看護実践の評価
8 日目 臨地 看護実践の評価
9 日目 臨地 臨地でのまとめ
10 日目 学内 まとめ、記録提出

Ⅱ．実習上の留意点
対象の特性から感染防止には特に注意し
なければならない。学生自身が感染媒介と
なることを防止するために体調不良時には
必ず医療機関を受診する。

【予習】
提示された事前課題に取り組む。
・	老年医学の講義内容の振り返り
・	高齢者に起こりやすい健康問題の講義内容の

振り返り
・	高齢者に関連する社会保障制度について

【取組時間の目安】
8 時間

原田
千原
姫野
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先行履修
科目 3 年前期に開設するすべての必修科目

テキスト 堀内ふき他：ナーシンググラフィカ老年看護学②高齢者看護の実践．メディカ出版，2016．

参考文献

山田律子他編集：生活機能から見た老年看護過程 + 病態・生活機能関連図．医学書院，
2012
大塚眞理子 : カラー写真で学ぶ高齢者の看護技術．医歯薬出版株式会社，2014．
その他、実習中に適宜提示する。

メッセージ
受け持ち対象となる高齢者は、複数の疾患や障害を持ちながら、生活をされています。対象
者が、健やかに、その人らしい老年期を過ごすために、どのような援助が必要なのかを考えて
ほしいと思います。

科目の
位置づけ

本科目は、レベルⅣ実習として位置づけられた科目である。レベルⅢまでに身につけた知識・
技術を活用して実習に取り組むことが求められている。また、2 年後期老年看護Ⅰ、3 年前期
老年看護Ⅱとは密接に関連している。

ディプロマポリシー
との関連

人間の尊厳と権
利を擁護する力 自己教育力 チームで働く力 問題解決力 看護の専門性

を探究する力

○ ○ ○ ○ ◎

評価方法 実習目標の達成度 80％　課題レポート20％
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